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(57)【要約】
【課題】第三者からのハッキングによるカメラの撮影を
防止することができる電子機器を提供する。
【解決手段】ラップトップ１は、筐体３と、筐体３に配
置されたディスプレイ２と、筐体３に配置されたカメラ
６と、カメラ６のレンズを覆う第１位置とレンズを覆わ
ない第２位置との間を移動可能に配置され、第１位置に
おいてレンズの受光を遮蔽する遮蔽部４と、遮蔽部４が
第１位置と第２位置のいずれに位置するかを検出する検
出部１５と、遮蔽部４が第２位置から第１位置に移動し
たことが検出部１５により検出された場合はカメラ６を
終了させる制御部１１０と、を備える。
【選択図】図５



(2) JP 2020-5008 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体に配置されたディスプレイと、
　前記筐体に配置されたカメラと、
　前記カメラのレンズを覆う第１位置と前記レンズを覆わない第２位置との間を移動可能
に配置され、前記第１位置において前記レンズの受光を遮蔽する遮蔽部と、
　前記遮蔽部が第１位置と第２位置のいずれに位置するかを検出する検出部と、
　前記遮蔽部が前記第２位置から前記第１位置に移動したことが前記検出部により検出さ
れた場合は前記カメラを終了させる制御部と、を備える、
電子機器。
【請求項２】
　前記筐体に配置されたオーディオデバイスと、を備え、
　前記制御部は、前記検出部により前記遮蔽部が前記第２位置に位置することが検出され
た場合に、前記オーディオデバイスの起動又は終了を設定する設定画面を前記ディスプレ
イに表示させる、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　ユーザが前記カメラを操作するための操作画面を前記ディスプレイに表示するカメラア
プリケーションを記憶するメモリと、を備え、
　前記制御部は、前記遮蔽部が前記第１位置から前記第２位置に移動したことが前記検出
部により検出された場合は前記カメラアプリケーションを起動させるかの確認を行う確認
画面を前記ディスプレイに表示させる、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　ユーザが前記カメラを操作するための操作画面を前記ディスプレイに表示するカメラア
プリケーションを記憶するメモリと、を備え、
　前記制御部は、前記遮蔽部が前記第１位置から前記第２位置に移動したことが前記検出
部により検出された場合は前記カメラアプリケーションを起動させ、前記遮蔽部が前記第
２位置から前記第１位置に移動したことが前記検出部により検出された場合は前記カメラ
アプリケーションを終了させる、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記制御部は、前記遮蔽部が前記第１位置と前記第２位置との間を所定の時間内に所定
の回数以上移動したことが前記検出部により検出された場合、所定のアプリケーションを
起動させる、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記ディスプレイは、視野角が制限されるプライバシーモードを有し、
　前記制御部は、前記遮蔽部が前記第２位置から前記第１位置に移動したことが検出され
た場合は前記プライバシーモードを設定する、
請求項１から５のいずれか一項に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラを備えた電子機器として、例えば特許文献１に記載されたラップトップ型コンピ
ュータ（以下、「ラップトップ」という）が知られている。当該ラップトップのカメラは
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、ＣＰＵにより制御され、表示パネル（ディスプレイ）の前方のユーザ等を撮影する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－８４８３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようなラップトップでは、ネットワークを介して遠隔にいる第三者によりハッキン
グされた場合にも、プライバシー保護のため、カメラによる前方のユーザ等の撮影を防止
できることが好ましい。しかしながら、特許文献１に記載のラップトップでは、第三者に
よりハッキングされた場合に、カメラによる上記撮影を防止することができない。
【０００５】
　そこで、本発明は、ハッキングによるカメラの撮影を防止することができる電子機器を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る電子機器は、筐体と、筐体に配置されたディスプレイと、筐体に
配置されたカメラと、カメラのレンズを覆う第１位置とレンズを覆わない第２位置との間
を移動可能に配置され、第１位置においてレンズの受光を遮蔽する遮蔽部と、遮蔽部が第
１位置と第２位置のいずれに位置するかを検出する検出部と、遮蔽部が第２位置から第１
位置に移動したことが検出部により検出された場合はカメラを終了させる制御部と、を備
える。
【０００７】
　この態様によれば、カメラのレンズの受光を遮蔽する遮蔽部がカメラのレンズを覆わな
い第２位置からカメラのレンズを覆う第１位置に移動した場合にはカメラを終了させるこ
とができる。このため、この遮蔽部を第１位置に移動させることでカメラが前方のユーザ
等を撮影できない状態となり、第三者からのハッキングによるカメラの撮影を防止するこ
とができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ハッキングによるカメラの撮影を防止することができる電子機器を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１実施形態に係るラップトップ（電子機器）を示す斜視図である。
【図２】第１実施形態に係るラップトップのハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３】第１実施形態に係るラップトップの機能構成を示すブロック図である。
【図４】図１のラップトップのＩＩ部を示す分解図である。
【図５】図１のラップトップのＩＩ部を示す正面図及びＩＩ部の内部構造を示す図である
。
【図６】図１のラップトップのＩＩ部を示す正面図及びＩＩ部の内部構造を示す図である
。
【図７】第１実施形態に係るラップトップの動作例を示す図である。
【図８】第２実施形態に係るラップトップのハードウェア構成を示すブロック図である。
【図９】第２実施形態に係るラップトップの機能構成を示すブロック図である。
【図１０】第２実施形態に係るラップトップの画面例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。なお、各添付図面に
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おいては、同一又は同様の部材には、同一の符号を付している。
【００１１】
　以下の実施形態は、本発明をラップトップに適用した例である。本発明は、ラップトッ
プ以外にも、デスクトップ型コンピュータ、タブレット型コンピュータ又はスマートフォ
ン等の種々の電子機器に適用可能である。
【００１２】
　［第１実施形態］
　図１及び図２を参照して、本実施形態に係るラップトップ（電子機器）１の構成につい
て説明する。図１は、ラップトップ１の外観を例示する斜視図である。図２は、ラップト
ップ１のハードウェア構成を例示する概略ブロック図である。
【００１３】
　図１に示すように、ラップトップ１は、本体筐体１１と、本体筐体１１の端部にヒンジ
接続されて本体筐体１１に対して開閉可能なカバー筐体３とを有している。また、起立し
たカバー筐体３の上端部には、不図示のカメラ６と、カメラ６のレンズを覆うレンズカバ
ーユニット４とが設けられている。
【００１４】
　レンズカバーユニット４は、カメラ６のレンズに対する開閉動作によってカメラ６を起
動させたり終了させたりするユニットである。以下、レンズカバーユニット４がカメラ６
のレンズを覆う第１位置から当該レンズを覆わない第２位置に移動する動作を開動作、第
２位置から第１位置に移動する動作を閉動作ともいう。また、レンズカバーユニット４は
、カメラ６のレンズに対する開閉動作によって、当該レンズを露出させたり当該レンズの
受光を遮蔽したりするユニットでもある。レンズカバーユニット４は、具体的には、上記
レンズを覆う第１位置と上記レンズを覆わない第２位置との間を移動可能に配置され、第
１位置において上記レンズの受光を遮蔽する。このため、遠隔にいる第三者がカメラ６を
操作しようとしても、ユーザがカメラ６のレンズを覆う第１位置にレンズカバーユニット
４を位置させるときには、カメラ６がレンズカバーユニット４の前方を撮影できない状態
となる。
【００１５】
　本体筐体１１は、扁平な箱形状を呈している。本体筐体１１の内部には、図示しない基
板、後述する各種の電子デバイス等が収納されている。本体筐体１１の上面には、キーボ
ード１１ａやタッチパット１１ｂ等のユーザからの入力を受け付ける入力装置が設けられ
ている。なお、本体筐体１１とカバー筐体３とを総称して「筐体」という。
【００１６】
　カバー筐体３は、樹脂材料により形成され、その内部に液晶ディスプレイ２等の電子部
品を収容している。カバー筐体３は、閉状態においてキーボード１１ａ等を覆い、これら
を保護する。また、カバー筐体３は、開状態において図１に示されるように起立し、キー
ボード１１ａ等を露出させる。以下、カバー筐体３が起立した状態において、カバー筐体
３側からユーザ側に向かう方向を「前方」といい、カバー筐体３と対向するユーザから見
て左右方向を「幅方向」という。
【００１７】
　カバー筐体３は、ベゼル３１を有している。ベゼル３１は枠体であり、その枠内を介し
て液晶ディスプレイ２を露出させている。起立したカバー筐体３のベゼル３１の上端部（
以下、「ベゼル３１の上端部」という）であって、幅方向の略中央部には、長孔３１ａが
形成されている。長孔３１ａ内にはレンズカバーユニット４が配置されている。
【００１８】
　図２に示すように、ラップトップ１は、例えば、ＣＰＵ（プロセッサ）１２と、メモリ
１３と、ＨＤＤ１４と、検出スイッチ１５と、カメラ６と、液晶ディスプレイ２とを備え
る。
【００１９】
　ＣＰＵ１２は、算術論理演算ユニット及び各種レジスタ（プログラムカウンタ、データ
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レジスタ、命令レジスタ又は汎用レジスタ等）から構成される。ＣＰＵ１２は、例えば、
オペレーティングシステムプログラム、ドライバプログラム及びアプリケーションプログ
ラム等（以下、総称して「各種プログラム」ともいう）を実行することで、所定の演算処
理結果を出力し、後述するラップトップ１の制御部１１０の各種機能を実現する。ＣＰＵ
１１２は、制御部１１０の一例である。
【００２０】
　メモリ１３は、例えばＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の記憶
媒体である。メモリ１３は、ＣＰＵ１２によって実行される各種プログラムのプログラム
コードや、各種プログラムの実行時に必要となるデータを一時的に記憶する。メモリ１３
は、例えば、操作画面を液晶ディスプレイ２に表示するカメラアプリケーションを記憶す
る。
【００２１】
　「操作画面」とは、ユーザがカメラ６を操作するために液晶ディスプレイ２に表示され
る画面であり、例えば、カメラ６の明るさの設定、静止画若しくは動画モードの切り替え
、又は撮影画像の縦横比の設定等のユーザからの操作入力を受け付けてカメラ６に反映さ
せる。また、「カメラアプリケーション」とは、上記操作画面が受け付けた操作入力に応
じてカメラ６を制御するアプリケーションプログラムである。
【００２２】
　ＨＤＤ１４は、不揮発性の記憶媒体である。ＨＤＤ１４は、各種プログラムや各種デー
タを記憶する。このようなプログラムやデータは、必要に応じてメモリ１３にロードされ
ることにより、ＣＰＵ１２から参照される。
【００２３】
　検出スイッチ１５は、不図示のレンズカバーユニット４のカメラ６のレンズに対する開
閉状態を検出する。検出スイッチ１５は、検出部の一例である。検出スイッチ１５は、具
体的には、レンズカバーユニット４がカメラ６のレンズを覆う第１位置（閉状態）と上記
レンズを覆わない第２位置（開状態）のいずれに位置するかを検出する。
【００２４】
　カメラ６は、不図示のレンズ及びイメージセンサを有しており、受光して画像データを
生成する撮影装置である。カメラ６は、不図示の基板に実装されている。
【００２５】
　液晶ディスプレイ２は、ディスプレイの一例である。液晶ディスプレイ２は、カバー筐
体３に配置され、キーボード１１ａやタッチパット１１ｂが受け付けた入力に基づき各種
情報を表示する。詳細には、まず、不図示のグラフィックス・コントローラが、キーボー
ド１１ａ等が受け付けた入力に基づいて所定の演算を行い、演算結果に対応する制御信号
を液晶ディスプレイ２に送信する。液晶ディスプレイ２は、当該制御信号を受信し、映像
や文字を表示する。
【００２６】
　図３を参照して、ラップトップ１の機能構成について説明する。ラップトップ１は、例
えば、デバイス制御部１１１と、アプリ制御部１１２とを備える。また、デバイス制御部
１１１と、アプリ制御部１１２とを総称して制御部１１０とする。
【００２７】
　デバイス制御部１１１は、レンズカバーユニット４が第１位置から第２位置に移動した
ことが検出スイッチ１５により検出された場合はカメラ６を起動させ、レンズカバーユニ
ット４が第２位置から第１位置に移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合
はカメラ６を終了させる。このような構成によれば、レンズカバーユニット４が第１位置
と第２位置との間を移動することで、カメラ６を起動させたり終了させたりすることがで
きる。
【００２８】
　デバイス制御部１１１は、例えば、レンズカバーユニット４が第１位置から第２位置に
移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合はカメラ６を起動させるかの確認
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を行う確認画面（以下、「起動確認画面」ともいう）を液晶ディスプレイ２に表示させて
もよい。デバイス制御部１１１は、具体的には、上記移動が検出された場合、「カメラを
起動させますか？」といったテキストメッセージと「OK」ボタンとを有する起動確認画面
をポップアップ表示させ、ユーザによって「OK」ボタンが押下されて始めてカメラ６を起
動させてもよい。
【００２９】
　デバイス制御部１１１は、例えば、レンズカバーユニット４が第２位置から第１位置に
移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合はカメラ６を終了させるかの確認
を行う確認画面（以下、「終了確認画面」ともいう）を液晶ディスプレイ２に表示させて
もよい。デバイス制御部１１１は、具体的には、上記移動が検出された場合、「カメラを
終了させますか？」といったテキストメッセージと「OK」ボタンとを有する終了確認画面
をポップアップ表示させ、ユーザによって「OK」ボタンが押下されて始めてカメラ６を終
了させてもよい。
【００３０】
　上記構成によれば、レンズカバーユニット４を第２位置から第１位置に移動させてカメ
ラ６のレンズを覆う状態にしたのにも関わらず、カメラ６は起動したままという状態を解
消する。これにより、カメラ６の不必要な電力消費を低減することができる。また、上記
構成によれば、レンズカバーユニット４を第１位置と第２位置との間で移動させた後、別
途カメラ６を起動させたり終了させたりするための操作が不要または簡便となるため、プ
ライバシーを保護しつつ利便性の高い電子機器を提供することができる。
【００３１】
　アプリ制御部１１２は、レンズカバーユニット４が検出スイッチ１５により第１位置か
ら第２位置に移動したことが検出された場合はカメラアプリケーションを起動させ、レン
ズカバーユニット４が検出スイッチ１５により第２位置から第１位置に移動したことが検
出された場合はカメラアプリケーションを終了させる。このような構成によれば、レンズ
カバーユニット４が第１位置と第２位置との間を移動することで、カメラアプリケーショ
ンを起動させたり終了させたりすることができるため、別途カメラアプリケーションを起
動等させるための操作が不要となる。このため、プライバシーを保護しつつ利便性の高い
電子機器を提供することができる。
【００３２】
　アプリ制御部１１２は、例えば、レンズカバーユニット４が第１位置から第２位置に移
動したことが検出スイッチ１５により検出された場合はカメラアプリケーションを起動さ
せるかの確認を行う確認画面（以下、「アプリ起動確認画面」ともいう）を液晶ディスプ
レイ２に表示させてもよい。アプリ制御部１１２は、具体的には、上記移動が検出された
場合、「カメラアプリを起動させますか？」といったテキストメッセージと「OK」ボタン
とを有するアプリ起動確認画面をポップアップ表示させ、ユーザによって「OK」ボタンが
押下されて始めてカメラアプリケーションを起動させてもよい。
【００３３】
　アプリ制御部１１２は、例えば、レンズカバーユニット４が第２位置から第１位置に移
動したことが検出スイッチ１５により検出された場合はカメラアプリケーションを終了さ
せるかの確認を行う確認画面（以下、「アプリ終了確認画面」ともいう）を液晶ディスプ
レイ２に表示させてもよい。アプリ制御部１１２は、具体的には、上記移動が検出された
場合、「カメラアプリを終了させますか？」といったテキストメッセージと「OK」ボタン
とを有するアプリ終了確認画面をポップアップ表示させ、ユーザによって「OK」ボタンが
押下されて始めてカメラアプリケーションを終了させてもよい。
【００３４】
　図４を参照して、ベゼル３１の上端部の構成について説明する。図４は、図１の破線で
囲った領域のＩＩ部を例示する分解斜視図である。
【００３５】
　長孔３１ａは、幅方向を長手方向としている。幅方向における長孔３１ａの中央部は、
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等しい幅で直線状に延びている。一方、長孔３１ａの端部３１１，３１２は円弧形状を呈
しており、その幅が漸次縮小している。長孔３１ａは、ベゼル３１を厚さ方向に貫通して
いる。
【００３６】
　ベゼル３１の内側には、内カバー３３及びレンズカバーユニット４が配置されている。
内カバー３３は、カバー筐体３のベゼル３１と不図示の外カバーとの間に配置される薄板
形状の部材である。内カバー３３は、その前方の一部がベゼル３１により覆われている。
【００３７】
　内カバー３３は、その中央部に凹部３３ａが形成されている。凹部３３ａは、内カバー
３３の厚さ方向に凹設されており、幅方向を長手方向としている。凹部３３ａには、カメ
ラ孔３３ｂ及び案内溝３３ｄが設けられている。カメラ孔３３ｂ及び案内溝３３ｄは、凹
部３３ａの長手方向に沿って直線状に配列されている。
【００３８】
　カメラ孔３３ｂは、いずれも内カバー３３を厚さ方向に貫通している。カメラ孔３３ｂ
は、カバー筐体３内に収容されているカメラ６の前方に形成されており、カメラ６の一部
を露出させている。
【００３９】
　案内溝３３ｄは、内カバー３３を厚さ方向に貫通している。案内溝３３ｄ内には、レン
ズカバーユニット４の不図示の突起が配置される。
【００４０】
　レンズカバーユニット４は、樹脂材料により形成された薄板形状の部材である。レンズ
カバーユニット４は、遮蔽部の一例である。レンズカバーユニット４は、内カバー３３の
凹部３３ａ内に配置される。幅方向におけるレンズカバーユニット４のサイズは、凹部３
３ａのサイズよりも小さい。
【００４１】
　レンズカバーユニット４は、薄肉部４１と、厚肉部４２とを有している。厚肉部４２は
、幅方向におけるレンズカバーユニット４の中央部で隆起しており、薄肉部４１よりも厚
みが大きい。厚肉部４２の両端部は、ベゼル３１の長孔３１ａの端部３１１，３１２と略
等しい半径の円弧形状を呈している。
【００４２】
　厚肉部４２には、厚肉部４２を厚さ方向に貫通する貫通孔４３が形成されている。この
貫通孔４３には、透光カバー４４が嵌装されている。透光カバー４４は、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリスチレン、ポリプロピレン、アクリル等の樹脂材料又はガラス等の可
視光を透過させる材料により形成されている。また、厚肉部４２の外側面のうち、貫通孔
４３の側方の部位には、溝４５が形成されている。溝４５は、直線状に延びている。
【００４３】
　内カバー３３は、その凹部３３ａ内にレンズカバーユニット４が配置された状態で、ベ
ゼル３１により覆われる。これにより、レンズカバーユニット４の厚肉部４２が、ベゼル
３１の長孔３１ａ内に配置され、前方に臨出する。一方、レンズカバーユニット４の薄肉
部４１は、ベゼル３１と内カバー３３との間に配置される。
【００４４】
　前述したように、幅方向におけるレンズカバーユニット４のサイズは、凹部３３ａのサ
イズよりも小さい。このため、凹部３３ａ内に配置されたレンズカバーユニット４は、矢
印Ｓ１で示されるように、幅方向（つまり、長孔３１ａの長手方向）にスライド移動する
ことができる。レンズカバーユニット４は、このスライド移動により、後述するように第
１位置と第２位置とに配置可能である。
【００４５】
　図５及び図６を参照して、レンズカバーユニット４の機能について説明する。図５は、
レンズカバーユニット４が第１位置に配置された状態のカバー筐体３を示している。図５
（ａ）は図１のＩＩ部を示す正面図であり、図５（ｂ）は図１のＩＩ部の内部構造を示す
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図である。一方、図６は、レンズカバーユニット４が第２位置に配置された状態のカバー
筐体３を示している。図６（ａ）は図１のＩＩ部を示す正面図であり、図６（ｂ）は図１
のＩＩ部の内部構造を示す図である。
【００４６】
　図５（ａ）に示すように、レンズカバーユニット４が第１位置に配置されている場合、
レンズカバーユニット４の厚肉部４２は、ベゼル３１の長孔３１ａの端部３１２に近接す
る。このとき、貫通孔４３はカメラ６からオフセット配置され、厚肉部４２がカメラ６の
前方に配置される。
【００４７】
　カメラ６の前方に厚肉部４２が配置されることにより、カメラ６は厚肉部４２により遮
蔽される。このため、カバー筐体３の前方からの光は厚肉部４２により遮られ、カメラ６
のレンズの受光が妨げられる。すなわち、レンズカバーユニット４が第１位置に配置され
ている場合、カメラ６によるカバー筐体３の前方の撮影が無効化される。
【００４８】
　検出スイッチ１５は、ａ接点（常開形）の検出スイッチである。検出スイッチ１５では
、図５（ｂ）に示すようにレバー頭部１５ａが検出スイッチ１５本体に対して起立してい
るときは電気回路がＯＦＦ状態に、後述の図６（ｂ）に示すようにレバー頭部１５ａが検
出スイッチ１５本体に押し込められているときは電気回路がＯＮ状態になる。検出スイッ
チ１５は、この電気回路のＯＮ／ＯＦＦ状態によってレンズカバーユニット４のカメラ６
のレンズに対する開閉状態を検出する。
【００４９】
　検出スイッチ１５は、長孔３１ａの端部３１１の近傍に配置されている。上記のように
厚肉部４２が長孔３１ａの端部３１２に近接するとき、検出スイッチ１５は、レバー頭部
１５ａが起立しているため電気的にＯＦＦ状態となる。検出スイッチ１５は、このＯＦＦ
状態において、レンズカバーユニット４がカメラ６のレンズに対して閉状態であることを
検出する。
【００５０】
　図５（ａ）に示すように、第１位置から第２位置へのレンズカバーユニット４のスライ
ド移動の際、ユーザは、手指を溝４５に掛け、矢印Ｓ３で示される方向に押圧することに
より、レンズカバーユニット４を第１位置から第２位置にスライド移動させることができ
る。
【００５１】
　レンズカバーユニット４において、厚肉部４２と、透光カバー４４とが一体として構成
されている。換言すれば、カメラを保護しつつも光を透過させるものとして一般的に用い
られているレンズカバーが、光を遮ることができる部位をも有しており、移動によりその
機能を切り替え可能に構成されている。
【００５２】
　図６（ａ）に示すように、レンズカバーユニット４が第２位置に配置されている場合、
レンズカバーユニット４の厚肉部４２は、長孔３１ａの端部３１１に近接する。このとき
、厚肉部４２はカメラ６からオフセット配置され、貫通孔４３がカメラ６の前方に配置さ
れる。これにより、貫通孔４３に嵌装されている透光カバー４４が、カメラ６と対向する
。
【００５３】
　前述したように、透光カバー４４は、可視光を透過させる材料により形成されている。
したがって、カメラ６はカバー筐体３の前方から透光カバー４４を介して受光するととも
に、当該受光に基づいて画像データを生成する。すなわち、レンズカバーユニット４が第
２位置に配置されている場合、カメラ６によるカバー筐体３の前方の撮影が可能になる。
【００５４】
　上記のように厚肉部４２が長孔３１ａの端部３１１に近接するとき、検出スイッチ１５
のレバー頭部１５ａは、薄肉部４１と連動する部材５０に押圧されて検出スイッチ１５本
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体に押し込められる。検出スイッチ１５は、このようにレバー頭部１５ａが検出スイッチ
１５本体に押し込められると電気的にＯＮ状態となる。検出スイッチ１５は、このＯＮ状
態において、レンズカバーユニット４がカメラ６のレンズに対して開状態であることを検
出する。
【００５５】
　第２位置から第１位置へのレンズカバーユニット４のスライド移動の際、ユーザは、手
指を溝４５に掛け、矢印Ｓ２で示される方向に押圧することにより、レンズカバーユニッ
ト４を第２位置から第１位置にスライド移動させることができる。
【００５６】
　溝４５は、長孔３１ａの長手方向と直交する方向に延びている。つまり、溝４５は、レ
ンズカバーユニット４がスライド移動する方向と直交する方向に延びている。このため、
ユーザによる押圧を、レンズカバーユニット４のスライド移動に効率良く用いることがで
きる。
【００５７】
　図７を参照して、ラップトップ１において実行される処理の流れの例について説明する
。図７（ａ）は、カメラ６及びカメラアプリケーションの終了処理の流れの例を示すフロ
ー図であり、図７（ｂ）は、カメラ６及びカメラアプリケーションの起動処理の流れの例
を示すフロー図である。
【００５８】
　図７（ａ）に示すように、レンズカバーユニット４がカメラ６のレンズを覆わない第２
位置から当該レンズを覆う第１位置に移動すると、検出スイッチ１５は、レンズカバーユ
ニット４が第１位置に位置することを検出する（Ｓ１０）。検出スイッチ１５が当該検出
をすると、アプリ制御部１１２は、カメラアプリが起動しているか否か判定する（Ｓ１１
）。アプリ制御部１１２は、カメラアプリケーションが起動していると判定した場合には
（Ｓ１１のＹＥＳ）、カメラアプリケーションを終了させる（Ｓ１２）。
【００５９】
　デバイス制御部１１１は、続いて、カメラ６が起動しているか否か判定する（Ｓ１３）
。デバイス制御部１１１は、カメラ６が起動していると判定した場合には（Ｓ１３のＹＥ
Ｓ）、カメラ６を終了させる（Ｓ１４）。
【００６０】
　図７（ｂ）に示すように、レンズカバーユニット４が第１位置から第２位置に移動する
と、検出スイッチ１５は、レンズカバーユニット４が第２位置に位置することを検出する
（Ｓ２０）。検出スイッチ１５が当該検出をすると、デバイス制御部１１１は、カメラ６
が終了しているか否か判定する（Ｓ２１）。デバイス制御部１１１は、カメラ６が終了し
ていると判定した場合には（Ｓ２１のＹＥＳ）、カメラ６を起動させる（Ｓ２２）。
【００６１】
　アプリ制御部１１２は、続いて、カメラアプリケーションが終了しているか否か判定す
る（Ｓ２３）。アプリ制御部１１２は、カメラアプリケーションが終了していると判定し
た場合には（Ｓ２３のＹＥＳ）、カメラアプリケーションを起動させる（Ｓ２４）。
【００６２】
　本実施形態に係るラップトップ１によれば、カメラ６のレンズの受光を遮蔽するレンズ
カバーユニット４が、カメラ６のレンズを覆わない第２位置に位置する場合にはカメラ６
を起動させ、カメラ６のレンズを覆う第１位置に位置する場合にはカメラ６を終了させる
ことができる。このため、このレンズカバーユニット４を第１位置に位置させることでカ
メラ６の撮影ができない状態となり、第三者からのハッキングによるカメラ６の撮影を防
止することができる。
【００６３】
　［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。第２実施形態は、第１実施形態と比較
して、カメラ６のレンズに対するレンズカバーユニット４の開閉動作とオーディオデバイ
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ス（マイクやスピーカー等）の起動若しくは終了とを連動させたり、又は当該連動設定の
ための画面を表示させたりする形態である。以下、第１実施形態と異なる点を中心に説明
する。
【００６４】
　図８を参照して、第２実施形態に係るラップトップ１００のハードウェア構成例を説明
する。図８に示すように、ラップトップ１００は、第１実施形態に係るラップトップ１の
ハードウェアに加えて、マイク１７と、スピーカ１８とを備える。
【００６５】
　マイク１７は、本体筐体１１に配置され、周囲の音を検出するための入力装置である。
マイク１７は、入出力Ｉ／Ｆを介して、本体筐体１１の外部に設けられていてもよい。
【００６６】
　スピーカ１８は、本体筐体１１に配置され、音を出力するための出力装置である。スピ
ーカ１８は、ヘッドフォン又はイヤフォンに音を出力するための装置で代替してもよい。
【００６７】
　図９を参照して、第２実施形態に係るラップトップ１００の機能構成例を説明する。図
９に示すように、ラップトップ１００は、第１実施形態に係るラップトップ１の各機能部
に加えて、制御部１１０に表示制御部１１３を備える。
【００６８】
　デバイス制御部１１１は、後述の設定画面で受け付けた設定に基づき、カメラ６のレン
ズに対するレンズカバーユニット４の開閉動作に応じてマイク１７又はスピーカ１８の少
なくともいずれか一つを起動又は終了させる。デバイス制御部１１１は、具体的には、上
記設定基づき、検出スイッチ１５によりレンズカバーユニット４が第１位置に位置するこ
とが検出された場合、マイク１７又はスピーカ１８の少なくともいずれか一つを終了させ
る。また、デバイス制御部１１１は、上記設定基づき、検出スイッチ１５によりレンズカ
バーユニット４が第２位置に位置することが検出された場合、マイク１７又はスピーカ１
８の少なくともいずれか一つを起動させる。
【００６９】
　デバイス制御部１１１は、例えば、レンズカバーユニット４が第１位置から第２位置に
移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合はマイク１７又はスピーカ１８の
少なくともいずれか一つを起動させるかの確認を行う確認画面（以下、「オーディオ起動
確認画面」ともいう）を液晶ディスプレイ２に表示させてもよい。デバイス制御部１１１
は、具体的には、上記移動が検出された場合、「マイクを起動させますか？」又は「スピ
ーカを起動させますか？」といったテキストメッセージと「OK」ボタンとを有するオーデ
ィオ起動確認画面をポップアップ表示させる。デバイス制御部は、ユーザによって上記「
OK」ボタンが押下されて始めてマイク１７又はスピーカ１８を起動させてもよい。
【００７０】
　デバイス制御部１１１は、オーディオ起動確認画面について、マイク１７及びスピーカ
１８を併せて確認するよう表示させてもよいし、それぞれ個別に確認するよう別のウィン
ドウで表示させてもよいし、どちらか片方のみ確認するよう表示させてもよい。また、上
記マイク１７及びスピーカ１８を併せて確認する場合、オーディオ起動確認画面にマイク
１７又はスピーカ１８それぞれのチェックボックスを設けてユーザからの当該チェックボ
ックスへの指定に応じてマイク１７又はスピーカ１８を起動させてもよい。
【００７１】
　デバイス制御部１１１は、例えば、レンズカバーユニット４が第２位置から第１位置に
移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合はマイク１７又はスピーカ１８の
少なくともいずれか一つを終了させるかの確認を行う確認画面（以下、「オーディオ終了
確認画面」ともいう）を液晶ディスプレイ２に表示させてもよい。デバイス制御部１１１
は、具体的には、上記移動が検出された場合、「マイクを終了させますか？」又は「スピ
ーカを終了させますか？」といったテキストメッセージと「OK」ボタンとを有するオーデ
ィオ終了確認画面をポップアップ表示させる。デバイス制御部１１１は、ユーザによって
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上記「OK」ボタンが押下されて始めてマイク１７又はスピーカ１８を終了させてもよい。
【００７２】
　デバイス制御部１１１は、オーディオ終了確認画面について、上記起動確認の場合と同
様に、マイク１７及びスピーカ１８を併せて確認するよう表示させてもよいし、それぞれ
個別に確認するよう表示させてもよいし、どちらか片方のみ確認するよう表示させてもよ
い。
【００７３】
　デバイス制御部１１１は、さらにオーディオ起動確認画面及びオーディオ終了確認画面
を一つの画面にして液晶ディスプレイ２に表示させてもよい。デバイス制御部１１１は、
具体的には、レンズカバーユニット４の第１位置と第２位置との間の移動が検出された場
合、「マイクを起動／終了させますか？」又は「スピーカを起動／終了させますか？」と
いった少なくともいずれか一つを示すテキストメッセージと、マイク１７又はスピーカ１
８の少なくともいずれか一つの起動又は終了をそれぞれ指定するラジオボタンと、「OK」
ボタンとを有する確認画面をポップアップ表示させる。デバイス制御部１１１は、ユーザ
によって上記「OK」ボタンが押下されて始めてそれぞれのラジオボタンの指定に基づいて
マイク１７又はスピーカ１８を起動又は終了させてもよい。
【００７４】
　上記構成によれば、マイク１７及びスピーカ１８を起動又は終了させるために別途操作
せずとも、あるいは簡便な操作により、レンズカバーユニット４が第１位置と第２位置と
の間を移動することでこれらのオーディオデバイスを起動又は終了させることができる。
このため、プライバシーを保護しつつ利便性の高い電子機器を提供することができる。
【００７５】
　表示制御部１１３は、レンズカバーユニット４が第２位置に位置することが検出スイッ
チ１５により検出された場合に、設定画面を液晶ディスプレイ２に表示させる。ここで「
設定画面」とは、マイク１７及びスピーカ１８の起動又は終了を設定するために液晶ディ
スプレイ２に表示される画面であり、詳細は後述する。このような構成によれば、設定画
面を表示させるために別途操作せずとも、レンズカバーユニット４が第１位置から第２位
置に移動することで設定画面を表示させることができるため、利便性の高い電子機器を提
供することができる。
【００７６】
　図１０を参照して、第２実施形態に係るラップトップ１００の画面例を説明する。図１
０は、設定画面Ｄ１の一例を表す模式図である。
【００７７】
　設定画面Ｄ１は、レンズカバーユニット４のカメラ６のレンズに対する開閉動作に応じ
てマイク１７及びスピーカ１８を起動又は終了させる設定を行うための画面である。設定
画面Ｄ１は、ラジオボタンＡ１と、設定画面Ｄ１非表示チェックボックスＡ２と、ＯＫボ
タンＡ３と、キャンセルボタンＡ４と、適用ボタンＡ５とを備える。
【００７８】
　ラジオボタンＡ１は、（１）レンズカバーユニット４にカメラ６のレンズに対して閉動
作をさせたとき（本例では、「カメラシャッターをＯＦＦしたとき」ともいう）、マイク
１７を終了させる（ＯＦＦにする）。（２）カメラシャッターをＯＦＦしたとき、スピー
カ１８も終了させる（ＯＦＦにする）。（３）上記（１）及び上記（２）のいずれも有効
にする、といった３つのレンズカバーユニット４の閉動作に伴うマイク１７及びスピーカ
１８の連動設定を受け付ける入力フォームである。
【００７９】
　設定画面Ｄ１非表示チェックボックスＡ２は、レンズカバーユニット４にカメラ６のレ
ンズに対して開動作をさせたとき、設定画面Ｄ１を表示させない設定を受け付ける入力フ
ォームである。
【００８０】
　ＯＫボタンＡ３は、押下されたときに設定画面Ｄ１の上部の各入力フォームが受け付け
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た設定を確定させて各デバイスに反映させるためのボタンである。キャンセルボタンＡ４
は、設定画面Ｄ１の上部の各入力フォームが受け付けた設定を押下されたときにキャンセ
ルして設定画面Ｄ１を閉じるためのボタンである。適用ボタンＡ５は、設定画面Ｄ１の上
部の各入力フォームが受け付けた設定を押下されたときに一時的に各デバイスに反映させ
るためのボタンである。適用ボタンＡ５が押下された後、一定時間経過しても適用された
設定がＯＫボタンＡ３の押下等により確定されなかった場合には、上記適用された設定は
キャンセルされ、各デバイスは適用前の設定に戻される。
【００８１】
　［変形例］
　なお、本発明を上記実施の形態に基づいて説明してきたが、本発明は、上記実施の形態
に限定されない。以下のような場合も本発明に含まれる。
【００８２】
　（１）上記実施の形態では示していないが、液晶ディスプレイ２は視野角が制限される
プライバシーモードを有し、レンズカバーユニット４が第２位置から第１位置に移動した
ことが検出スイッチ１５により検出された場合、制御部１１０は上記プライバシーモード
を設定してもよい。ここで「プライバシーモード」とは、液晶ディスプレイ２の表示を、
いわゆる第三者からの覗き見防止用のフィルタリング表示とするモードである。このよう
な構成によれば、液晶ディスプレイ２をプライバシーモード設定させるために別途操作せ
ずとも、レンズカバーユニット４が第２位置から第１位置に移動することでプライバシー
モードを設定させることができる。このため、プライバシーを保護しつつ、利便性の高い
電子機器を提供することができる。
【００８３】
　（２）上記実施の形態に係るアプリ制御部１１２は、カメラアプリケーション以外のア
プリケーションをレンズカバーユニット４の第１位置と第２位置との間の移動に応じて、
起動又は終了させてもよい。アプリ制御部１１２は、例えば、検出スイッチ１５によりレ
ンズカバーユニット４が第１位置と第２位置との間を所定の時間内に所定の回数以上移動
したことが検出された場合、所定のアプリケーションを起動させてもよい。このように起
動させるアプリケーションを移動回数に応じて区別する方法は、各種プログラムに紐づい
ているアイコンに対してクリック操作とダブルクリック操作とを使い分けてコンピュータ
上で実行する処理を区別する方法と同じ手法である。
【００８４】
　「所定のアプリケーション」とは、レンズカバーユニット４の第１位置と第２位置との
間の移動に応じて起動又は終了させるデバイスに関連するカメラアプリケーション以外の
アプリケーションプログラムである。所定のアプリケーションは、例えば、カメラ６、マ
イク１７及びスピーカ１８に関連するビデオチャットを行うためのチャットアプリケーシ
ョンであってもよい。また、「所定の時間」とは、所定のアプリケーションを起動させる
ためにレンズカバーユニット４が所定の回数以上移動したことを検出するための時間の閾
値である。また、「所定の回数」とは、カメラアプリケーションと所定のアプリケーショ
ンのどちらの起動かを区別するための閾値である。
【００８５】
　上記構成によれば、所定のアプリケーションを起動させるために別途操作せずとも、レ
ンズカバーユニット４が第１位置から第２位置に移動することで起動させることができる
ため、プライバシーを保護しつつ利便性の高い電子機器を提供することができる。
【００８６】
　（３）上記実施の形態に係るアプリ制御部１１２は、レンズカバーユニット４が第１位
置から第２位置に移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合に液晶ディスプ
レイ２に表示させるアプリ起動確認画面について、カメラアプリケーションだけではなく
上記変形例（２）の所定のアプリケーションも起動確認対象に含んでもよい。アプリ制御
部１１２は、具体的には、上記移動が検出された場合、「カメラアプリを起動させますか
？」及び「チャットアプリを起動させますか？」といったテキストメッセージと、カメラ
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、「OKボタン」とを有するアプリ起動確認画面をポップアップ表示させる。アプリ制御部
１１２は、このアプリ起動確認画面においてユーザによって「OK」ボタンが押下されて始
めてそれぞれのチェックボックスで指定されたアプリケーションプログラムを起動させて
もよい。
【００８７】
　アプリ制御部１１２は、上記起動確認と同様に、レンズカバーユニット４が第２位置か
ら第１位置に移動したことが検出スイッチ１５により検出された場合に液晶ディスプレイ
２に表示させるアプリ終了確認画面について、カメラアプリケーションだけではなく上記
変形例（２）の所定のアプリケーションも終了確認対象に含んでもよい。アプリ制御部１
１２は、具体的には、上記移動が検出された場合、「カメラアプリを終了させますか？」
及び「チャットアプリを終了させますか？」といったテキストメッセージと、カメラアプ
リケーション及びチャットアプリケーションをそれぞれ指定するチェックボックスと、「
OKボタン」とを有するアプリ終了確認画面をポップアップ表示させる。アプリ制御部１１
２は、このアプリ終了確認画面においてユーザによって「OK」ボタンが押下されて始めて
それぞれのチェックボックスで指定されたアプリケーションプログラムを終了させてもよ
い。
【００８８】
　（４）上記実施の形態に係る設定画面Ｄ１は、レンズカバーユニット４のカメラ６のレ
ンズに対する開閉動作に応じてマイク１７等を起動又は終了させる設定を行うための画面
であったが、これらの設定に加え、上記レンズカバーユニット４の閉動作に応じたプライ
バシーモードの設定を有効又は無効にするための設定を含めてもよい。
【００８９】
　以上、具体例を参照しつつ本発明の実施形態について説明した。しかし、本発明はこれ
らの具体例に限定されない。すなわち、これら具体例に、当業者が適宜設計変更を加えた
ものも、本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。前述した各具体例
が備える各要素及びその配置、材料、条件、形状、サイズなどは、例示したものに限定さ
れず、適宜変更することができる。
【符号の説明】
【００９０】
　１…ラップトップ、２…液晶ディスプレイ（ディスプレイ）、３…カバー筐体（筐体）
、４…レンズカバーユニット（遮蔽部）、６…カメラ、１６…検出スイッチ（検出部）、
１１…本体筐体（筐体）、１１０…制御部
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